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第 8回全国学校給食甲子園 

―地場産物を活かした我が校の自慢料理― 
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全国学校給食甲子園実行委員会 
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このたび開催の「第 8 回全国学校給食甲子園―地場産物を活かした我が校の自慢料理」に対し、多大なご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。 おかげさまで大会を無事終了することが出来ましたのでご報告申し上げます。 

 

１．大会主旨 全国の学校給食では、地域でとれるさまざまな地場産物を食材として利用した献立が提供されています。学校給食は、食の文化を守り育てる食育の現場であり食の地域ブランドにも密接に関わっています。 本大会は、学校給食で提供されている献立内容はもとより、郷土を代表する地場産物の活かし方を競いながら食育を啓発することを目的としております。同時に育ち盛りの児童生徒の健全な食生活を考えながら、多くの方々に学校給食の重要な役割を知っていただく機会にしたいと考え、第 8回全国学校給食甲子園を開催いたします。  
２．大会概要 ＜応募期間＞平成２５年７月１日（月）～８月１２日（月） 
 ＜地区代表表彰式＞平成２５年１０月１２日（土）大阪会場（プリムローズ大阪） 平成２５年１０月１４日（土）埼玉会場（ラフレさいたま）  ＜決勝大会＞平成２５年１２月７日（土）～８日（日） ＊７日（土）＝調理器材確認及びレセプション ＊８日（日）＝午前・調理、午後・審査及び表彰式、閉会式 

 ＜決勝大会会場＞女子栄養大学駒込キャンパス（東京都豊島区駒込３－２４－３）  ＜決勝大会出場校＞ [北海道・東北ブロック] ● 高畠たかはた町 立ちょうりつ糠ぬか野目の め小学校（山形県）●鮫さめ川村がわむら学校給食センター（福島県） [関東ブロック]●文京区立青柳小学校（東京都）●昭和村学校給食センター（群馬県） [甲信越・北陸ブロック]●富士見町立富士見中学校（長野県）●金沢市立三み 馬んま小学校（石川県） [中部・近畿ブロック]●大垣市北部学校給食センター（岐阜県）●宇陀う だ市立学校給食センター（奈良県） [中国・四国ブロック]●高松市立国分寺北部小学校（香川県）●新居浜市立大 生 院おおじょういん小学校（愛媛県） [九州・沖縄ブロック]●平戸市立中南部学校給食共同調理場（長崎県） [九州・沖縄ブロック]●屋久島町学校給食東部地区共同調理場（鹿児島県）  ＜出場選手＞各チーム栄養教諭または学校栄養職員、調理員計２名       出場者名は別紙２参照  ＜主催＞特定非営利活動法人２１世紀構想研究会（理事長・馬場錬成） 
 ＜運営＞全国学校給食甲子園実行委員会 （事務局：特定非営利活動法人２１世紀構想研究会内） 
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＜実行委員会＞     実行委員長  ・銭谷眞美（東京国立博物館長、元文部科学省事務次官）  実行副委員長 ・香川芳子（女子栄養大学学長、医学博士） ・馬場錬成（特定非営利活動法人２１世紀構想研究会理事長） 実行委員   ・田中延子（淑徳大学看護栄養学部客員教授） ・殿塚婦美子（女子栄養大学名誉教授） ・中村明子（東京医科大学兼任教授） ・長島美保子（公益社団法人全国学校栄養士協議会会長） ・長谷川芳樹（創英国際特許法律事務所所長）  ＜審査委員会＞ 審査委員長  ・銭谷眞美（実行委員長） 審査副委員長 ・田中延子（実行委員） ・長島美保子（実行委員） 審査委員   ・江口陽子（文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課学校給食調査官） ・香川芳子（実行副委員長） ・佐竹健次（農林水産省食料産業局産業連携課長） ・殿塚婦美子（実行委員） ・中村明子（実行委員） ・長谷川芳樹（実行委員） ・馬場錬成（実行副委員長） ・宮入照子（女子栄養大学短期大学部教授） ・宗像伸子（東京家政学院大学客員教授、ﾍﾙｽﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ･ﾑﾅｶﾀ主宰） 特別審査委員 （協賛企業・団体の代表者） ・津布久孝子（味の素株式会社 食品事業本部LTV マーケティンググループ長） ・丹波章涁（東京サラヤ株式会社専務取締役 サニテーション事業本部本部長）  ＜後援＞文部科学省、農林水産省、学校法人香川栄養学園、公益社団法人全国学校栄養士協議会、 公益社団法人学校給食物資開発流通研究協会、一般財団法人食品産業センター、 一般社団法人大日本水産会、一般財団法人教職員生涯福祉財団、 公益財団法人上廣倫理財団、一般社団法人 Jミルク  ＜協賛＞味の素株式会社、サラヤ株式会社、タニコー株式会社、東京ガス株式会社、株式会社藤江、 株式会社ヤクルト本社、一般財団法人教職員生涯福祉財団、株式会社日本一、株式会社中西製 作所、株式会社町田予防衛生研究所、武蔵エンジニアリング株式会社、大塚製薬株式会社、 ハウス食品株式会社、株式会社フジマック、みそ健康づくり委員会、森永乳業株式会社、 理研ビタミン株式会社、株式会社 AIHO、株式会社アクリフーズ、イケヤインターコマース株式会 社、学校給食用食品メーカー協会、株式会社学校食事研究会、キッコーマンバイオケミファ株式 会社、財団法人機能水研究振興財団、株式会社教育新聞社、有限会社菜友、三信化工株式会社、 株式会社少年写真新聞社、新日本厨機株式会社、精糖工業会、全国蒲鉾水産加工業協同組合連合 会、全国給食事業協同組合連合会、創英国際特許法律事務所、日本産・原木乾しいたけをすすめる会、三浦工業株式会社、三島食品株式会社、ミドリ安全株式会社、宮坂醸造株式会社、株式会社ワコウ  ＜個人協賛＞田中満知子様、吉田達也様 
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３．選考の方法と結果 ＜応募＞ 北海道から沖縄まで、２２６６の給食献立の応募がありました。各校・センターとも地域の特産品や旬の地場産物を積極的に使い、各地の食文化を反映させた献立や給食を生きた教材として導入するための工夫がよくなされていました。また安全・安心はもとより、おいしさを重視した献立が多くみられました。 
 ＜第１次選考＞ 全応募（２２６６）より、約２５０校（センターを含む。以下同じ）を選出しました。 
 ＜第２次選考＞ 第１次の書類選考の結果、４７都道府県から５７校を選出しました。どれも昨年に増し、栄養バランスに配慮した献立ばかりでした。応募数が多くレベルも高かった９県については、最終的に甲乙つけがたかったために、複数を選出しました。（別紙１参照） 
 ＜第３次選考＞ 全国を６ブロック（北海道・東北、関東、甲信越・北陸、中部・近畿、中国・四国、九州・沖縄）に分け、第２次選考を通過した５７校から、生きた教材として活用することに配慮され、食に関する指導にも生かされているかどうか、地域と連携した取り組みになっているか等書類選考を行いました。その結果、各ブロックにつき４校、計２４校を選出しました。（別紙１参照） 
 ＜第４次選考＞   第３次選考で選出された２４校から地域性を加味して各ブロック代表２校の計１２校を書類選考で選出しました。（別紙１参照） 
 ＜決勝大会＞  全国６ブロック代表１２校が東京都豊島区の女子栄養大学駒込キャンパスで、応募した献立を実際に調理し、審査委員が調理技術、衛生管理、チームワーク等調理過程のチェックと食味審査で、優勝・準優勝各１校、特別賞２校、部門賞２校、協賛企業賞 4校、入賞１２校を決定し、表彰しました。（別紙２参照） 
 ＜選考基準＞ （１）  献立は決勝大会実施日までに学校給食として提供したことがあるもの （２）  文部科学省学校給食摂取基準に準じていること （３）  地場産物を使用し、その特色を活かした献立であること。地場産物は特産物を意味しない （４）  食育の生きた教材として活用されていること （５）  栄養量や分量（小学生対象の場合は中学年用の分量）が適正であること  （６）  子どもが喜び郷土愛を育む献立であること （７）  出場者は２名（栄養教諭または学校栄養職員と調理員）とする （８）  ６０分以内で６人分を調理、後片付けをすること（調理前の手洗い時間は含まない） （９）  調理過程・衛生管理は学校給食衛生管理の基準（学校給食法第 9 条）に従うこと （１０） 応募用紙には献立の写真を添付。また、関連資料があれば添付すること 
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４．決勝大会 

【大会プログラム】 （１２月７日） ＊１８時３０分－２０時３０分 レセプション （１２月８日） ＊ ９時４５分－１０時１５分 開会式 ＊１０時１５分－１０時３０分 手洗い検査 ＊１０時３０分－１１時３０分 出場校調理 ＊１２時００分－１３時００分 食味審査 ＊１４時００分－１５時００分 最終審査 ＊１５時１５分－１６時１５分 表彰式、閉会式  《レセプション》  レセプションには出場選手、審査委員、後援・協賛をいただいた企業・団体の方々約 80 名が参加して行われました。  まず、はじめに主催者を代表して特定非営利活動法人２１世紀構想研究会の馬場錬成理事長より「今年は、
2 名の男性の栄養教諭・学校栄養職員が決勝大会に出場します。昨年は初の男性栄養教諭が出場を果たしました。だんだんと男性も給食の世界に進出しています。全国学校給食甲子園は単なる給食のコンテストではありません。文部科学省が主体になって進めている食育推進事業の一環でもあります。また、食育を国民に広めるための役割も担っています。ここに集まった出場者の中には、決勝大会の出場が 2 回め、4回めという方もいらっしゃいます。果たしてこの深紅の大優勝旗はどなたの手に渡るでしょうか」との挨拶に続き、銭谷眞美実行委員長が「第 1次から 4次審査を通して、2,266校もの中から 12校の決勝進出校が選ばれました。この決勝大会出場とは本当に大変なことです。みなさん、本当におめでとうございます。 審査内容は、単に味だけではなく、栄養バランス、衛生面、地場産物をどのように活用しているかなど、 様々な観点が含まれています。戦後の政府の教育政策の中で最も成功したものは学校給食であると、私は思っています。知育、徳育、体育に加え、最近では食育も大切に扱われています。日本の給食のレベルは世界最高と言えます。選ばれた出場者のみなさん。明日は、日頃の成果を発揮してください」と挨拶。 続いて後援であり決勝大会の施設を提供していただいている女子栄養大学、香川芳子学長から「戦後、親・先生達が占領軍に、子ども達の分だけでもいいので、食べ物をもらえないかとお願いしたのが給食の始まりでした。そこで、エネルギー源のコッペパンと、タンパク質源の脱脂粉乳を配給してもらえることになりました。その結果、子ども達の体調も良くなり、授業の集中力も上がりました。これには先生方も驚きました。これ以降、牛乳が定番となりました。戦後に比べて日本人の平均身長は 18 センチも伸びたのです。日本の学校給食は世界一のレベルなので、世界の様々な国が手本としています。子ども達全員が牛乳を飲むということについては、オーストラリアの関係者達が驚き、うらやましがります。世界一である日本の給食のトップに立つみなさんは、世界一の給食を作っているわけです。どうかこれからも、子ども達のために、おいしく健康的な給食を作り続けてください」とのお言葉を頂きました。 次に後援の文部科学省、久保公人（きみと）スポーツ・青少年局長が「全国学校給食甲子園も 8回めを迎え、『昨年は決勝大会に出場できなかったので、今年はがんばる』というような話も聞かれるようになってきました。この大会が全国的に普遍化していることを感じます。来年は、文部科学省で『学校給食週間』というものを作ります。文部科学大臣に給食を提供することになっています。全国学校給食甲子園で入賞された献立も採用されるのではないかと思います」と述べられ、乾杯のご発声に始まる歓談がありました。 
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  決意表明の様子                選手宣誓を決める抽選の様子 続いて出場選手による決意表明、選手宣誓者を決める抽選が行われ、宣誓は長崎県、平戸市立中南部学校給食共同調理場の石田美穂さんに決定。その後、農林水産省食料産業局の佐竹健次産業連携課長より「農林水産省食料産業局産業連携課は、生産の改革を掲げ、作ったものの付加価値を上げること、つまり６次産業化を推進しています。その入り口が地産地消です。今後日本の食材を世界に輸出する時には、日本の食文化も一緒に売り出していくという戦略を、これから展開しようとしています。そんな折り、和食が世界文化遺産として登録されました。日本の食文化も世界に通用するものとして広げたいと考えています。また、地産地消実践の場として、学校給食に期待しています。給食関係者のみなさんには、生産者と連携していただけており、とても心強く感じます。本日みなさんのお話を聞いていますと、改めて、日本にはいろいろな食材・食文化があるのだなと思いました。選手のみなさん、今夜はゆっくり休んで、明日に備えてください」との挨拶に続き、最後に文部科学省スポーツ・青少年局の大路正浩学校健康教育課課長より「今年、ワシントンポストに、日本の給食について掲載されました。その時に私が取材を受けました。日本の給食は、食べることだけが目的ではない、教育の一環である。そこが大きな特色だと伝えました。世界に冠たる日本の学校給食の中で特に成果を上げられた方々がここにおいでのみなさんです。明日の結果を聞くのを楽しみにしています」と前夜祭を締めくくりました。 
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《決勝大会》 ● 開会式 午前 9時 45分より選手、審査委員、後援・協賛企業等の大会関係者約 120名が出席して開会式が行われました。大会実行委員長の銭谷眞美・東京国立博物館長が「応募総数 2,266 校から選出され、皆様方は晴れてこの場に立ったわけです。本日は、これから、実際に提供されている献立に添って調理をすることになりますが、緊張せずにいつも通りのチームワークで、リラックスして臨んでください。 全国学校給食甲子園は、日本が誇るべき学校給食について、もっと多くの方にご理解いただきたい、質の向上を計りたいということで始められました。栄養バランス、調理技術、衛生管理、地場産物の活用の更なる向上、そしておいしく子どもたちに楽しんでもらう給食作りをしていただきたい、そのような思いでスタートしました。本日は外は寒いですが、会場内は熱い一日になるかと思います」と激励の言葉を贈りました。 選手宣誓は九州・沖縄ブロック代表の長崎県、平戸市立中南部学校給食共同調理場の栄養教諭 石田美穂さんが行いました。石田さんは「私たちは郷土の食材を活かした、安心で安全な学校給食を調理する基本の精神に則り、子どもたちが幸せになるような学校給食を作るため全力を尽くすことを誓います」と高らかに宣誓しました。    
     開会式の様子              選手宣誓をする石田美穂さん ●調理 手洗い検査の後、午前 10時 30分、銭谷眞美委員長の号令で一斉に調理開始。1時間以内に 6食分の給食の調理、後片付けまでを完了させねばならないという厳しいルールのため選手は真剣そのものの表情で作業を進めます。それを追う取材陣やＴＶカメラ、調理室は作業終了まで大変な熱気に包まれました。また、昨年大好評だったインターネット中継に、今大会では新たに実況・解説を加え、臨場感あふれる中継を行い、数多くの視聴者がこの大会を見届けました。 
  調理中。1時間で 6食分を作るためスピードが必要 
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● 審査 審査は、衛生管理・調理技術等の調理過程から始まり、地場産物を活かしているか、食欲を誘うような盛付けになっているか、子どもたちが笑顔で食べる味に仕上がっているかなど各審査委員が出来上がった給食を実際に食味して厳正な採点を行いました。 その結果、優勝、準優勝、特別賞、部門賞、協賛企業賞、入賞を決定しました。 
 

  食味審査の様子 
 ● 表彰式、閉会式 優勝（味の素 KK だし・うま味賞）は、関東ブロック代表、文京区立青柳小学校（学校栄養職員・松丸 奨さん、調理員・大野雅代さん）が栄冠を射止めました。 準優勝（サラヤ賞）は、中国・四国ブロック代表の高松市立国分寺北部小学校(栄養教諭・下岡純子さん､調理員･香川由希子さん)が選ばれ、女子栄養大学特別賞は九州・沖縄ブロック代表の屋久島町学校給食東部地区共同調理場(栄養教諭･西野間かおりさん､調理員･東 美代子さん)に､２１世紀構想研究会特別賞は､関東ブロック代表の昭和村学校給食センター(栄養教諭･根岸仁美さん､調理員･城戸美雪さん)に贈られました。また、今大会より牛乳・乳製品部門賞、協賛企業賞が創設され、以下のチーム・個人が受賞しました。また、出場全１２チームに対し入賞の表彰が行われました。 
 牛乳・乳製品部門賞(牛乳・乳製品部門賞は 2266の全応募施設より選出) 中国・四国ブロック 広島県 庄原市立板橋小学校 伊藤真由美さん 中国・四国ブロック 愛媛県 新居浜市立大生院小学校 武方 和宏さん 
 タニコー賞 北海道・東北ブロック 福島県 鮫川村学校給食センター 芳賀公美さん、鈴木ひろ子さん 
 東京ガス賞 甲信越・北陸ブロック 長野県 富士見町立富士見中学校 畠山梨恵さん、坂本純子さん 
 藤江賞 九州・沖縄ブロック 長崎県 平戸市立中南部学校給食共同調理場 石田美穂さん、西山宏幸さん 
 ヤクルト賞 北海道・東北ブロック 山形県 高畠町立糠野目小学校 樋口宮子さん、柿崎由利子さん 
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その後、長島 美保子審査副委員長が講評を行いました「大会の回数を重ねるごとに内容が進化していると、心から実感しています。審査の過程で大切にしたことは、現実とかけ離れたコンクールメニューではなく、実際の給食に提供されるものだということです。食育の視点を盛り込んだ内容であることも大切です。その結果、皆様の献立が選ばれたわけです。 そして、子どもにメッセージを伝えたいという、みなさんの熱い思いが込められていることと思います。 今回はパンメニューもあり、多彩で偏りのない献立だったと思います。 みなさんは、合わせて 4 回の激戦審査を進んでこられました。これは審査委員泣かせの審査でした。大変悩み、辛い思いをして何とか順位をつけてきたわけです。本日は、いつもとは勝手の違う場所での調理でした。練習を重ねてしっかりやってきたことが、自信になり、こういう場でも実力を発揮できるのだと思います。しかし、やはり緊張しているのでしょうか、食材・調理器具を下の方(60cm以下)においてしまったことなどが目につきました。終了前の片付けの詰めの甘さも見受けられました。今後こういう点に気をつけていただければと思います。子どもたち、地域の方々、同僚の方々がみなさんのお帰りを待っています。きっと子どもたちが自分の学校給食を自慢にすることと思います。今後、この感動を地域の方たちに伝え、その地域のレベルアップのためにご協力いただければと思います。本日は本当におめでとうございました」と述べました。 
  最後に主催者の馬場錬成特定非営利活動法人２１世紀構想研究会理事長は閉会の挨拶で 「今年の優勝校は、誰も予想しなかった東京代表。誰も予想しなかった男性の学校栄養職員でした。 第 8回にして、ついに男性が優勝旗をさらっていきました。昨年は埼玉県代表の男性の栄養教諭が決勝大会出場を実現しましたが、今年は 2人の男性の出場です。今年から部門賞と協賛企業賞を新設いたしました。これは、ご協賛、ご後援、ご支援していただいている企業・団体のみなまのおかげです。心より感謝をしたいと思います。先日ユネスコの無形文化遺産に和食が登録されることとなりました。この時、文部科学大臣が会見で『和食の原点には学校給食も貢献している』と述べていました。日本のような優れた給食のシステムは他にありません。全国に約 1万 3000人の栄養教諭・学校栄養職員がいます。
1億人規模の人口を抱えている国では、このような国は他に存在しません。 また、文部科学省のスーパー食育スクールという新しい事業が来年度から始まる予定です。全国に拠点の学校・施設を設け、調査分析し、成果を出して食育推進に結びつけるというものです。本日の決勝大会出場校から、この拠点に選ばれる学校が出てくるのではないかと思っています。そして、学校給食はまた新たな局面を迎えることになると期待しています。 本日の決勝大会の模様は、ソーシャルネットワークや動画配信などで、リアルタイムに中継されました。 動画では文部科学省の濱田有希・食育調査官が解説をしてくださいました。緊張と喜びをリアルタイムに共有することができ、本大会はますます注目されるようになって参りました。それもみなさんのご支援があって初めて実現できることです。重ねてお礼申し上げます。声援をお寄せくださった皆様、本当にありがとうございました」と閉会の挨拶が行われました。 
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表彰式の様子 
  

 

  

 

12チームの記念写真 以上のように第８回全国学校給食甲子園の全プログラムは無事終了いたしました。 
 ●大会後の反響 決勝出場校をはじめ、決勝大会出場が果たせなかった学校などからも「自身の応募献立を見直し、再構成することにより、給食内容全体の改善につながった」「県代表に選ばれたことによって、給食甲子園が身近に感じられるようになり、自身をはじめ調理員全員の意識が向上した」「全国で評価されたことにより、地場産物をいかに工夫して献立に組み入れるか、市内の栄養士の意識向上に繋がり、メニューの幅が広がった」「残食量が大きく減った」等数多くのお手紙、メールなどを頂戴しました。 また、大会翌日には新聞各紙だけでなくスホーツ新聞にも大会が取り上げられ、直後の 12月 14日に BS朝日「いま日本は」にて、12月 17日に日本テレビ「news every」で大会の模様が放送されるなど、早くも大きな反響を呼んでいます。 
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今大会もたくさんの方々のご支援、ご協力によって数多くの応募をいただくことができました。また、大会前より各地のテレビ、新聞等で報じられ、決勝大会にも多くの報道陣が会場に詰めかけました。全国放送でも大きく取り上げられるなど、「全国学校給食甲子園」の反響がより大きくなっていることを感じることができました。 このような大きな反響をいただく催し物にすることが出来ましたのもたくさんの企業、団体、個人の方々のご支援をいただいたからこそでございます。あらためてご支援に感謝、御礼を申し上げます。 以上、第 8回全国学校給食甲子園のご報告とさせていただきます。 
                                 全国学校給食甲子園実行委員会 



北海道・東北ブロック道県 施設名 氏名 献立北海道 札幌市立藻岩南小学校 高橋　知子 胚芽米ごはん、牛乳、札幌スープカレー、オニオンチップサラダ、北海道ミルクゼリー青森県 青森県立青森第一高等養護学校 宮本　房子 モーモーライス、牛乳、豆腐村のイカメンチ、心ポカポカサラダ、十三湖の思い出汁、情熱焼きりんご○ 岩手県 奥州市立常盤小学校 田中　寛子 奥州牛と枝豆の炊きこみごはん、牛乳、とってなげ炒め、ジュウネあえ、奥州なめこ汁、りんご秋田県 藤里町学校給食センター 津谷　早苗 白神まいたけごはん、牛乳、りゅうほう豆腐のナゲット、とんぶりあえ、秋の恵み汁、山ぶどうのゼリー○ 秋田県 横手市増田学校給食センター 髙橋　絵梨香 米っこパン、牛乳、まるごと秋田ハンバーグのクリームソースがけ、ＡＫＴ８マリネ、地元のめぐミネストローネ、りんごゼリー宮城県 大崎市立鹿島台小学校 遠藤　初恵 ごはん、牛乳、ちぐさ焼き、豆もやしのソテー、学童農園大根のとん汁、みかん☆ 山形県 高畠町立糠野目小学校 樋口　宮子 ごはん、牛乳、鯉の唐揚げピリ辛ソースかけ、菊の酢じょうゆあえ、具だくさんのみそ汁、手作りふりかけ、ぶどう☆ 福島県 鮫川村学校給食センター 芳賀　公美 ごはん、牛乳、まめみそカツ、じゅうねんあえ、彩りすいとん、ミニトマト
関東ブロック都県 施設名 氏名 献立☆ 東京都 文京区立青柳小学校 松丸　奨 のらぼうめし、牛乳、江戸前つくねの宝袋、伝統つくだにあえ、すり流し小鍋立て汁、はちみつにんじんゼリー神奈川県 横浜市立上寺尾小学校 松本　清江 麦ごはん、牛乳、あじの開き、はま菜ちゃんの骨太いため、けんちん汁、ぽんかん埼玉県 東松山市学校給食センター 新井　美香 ごはん、牛乳、あじのねぎソースかけ、東松山産なしのサラダ、呉汁千葉県 野田市立南部小学校 瀬能　永津子 ごはん、牛乳、ハンバーグもろみソースかけ、磯香あえ、じゃが芋の味噌汁、のだっ子プリン○ 栃木県 宇都宮市立田原中学校 塚原　治子 かんぴょうまぜ寿司、牛乳、にっこりスタミナ焼き、下野の国大根餅、ゆばのみそ汁、大麦ぜんざい○ 茨城県 結城市立学校給食センター 永塚　絵里子 ごはん、牛乳、ローズポークの肥土みそ焼き、すだれ麩のごま酢あえ、かんぴょうの卵とじ汁、フルーツトマト☆ 群馬県 昭和村学校給食センター 根岸　仁美 ピストレ、牛乳、かぼちゃのキッシュ、豚しゃぶサラダ、トマトスープ、ブルーベリージャム、りんごとプルーンの甘煮静岡県 伊東市立八幡野小学校 岩瀬　奈緒美 ひじきごはん、牛乳、カマスのお茶あげ、磯香あえ、高原野菜と卵のスープ、早生みかん○=ブロック代表施設☆=決勝大会出場施設

別紙１　　第８回全国学校給食甲子園第１次・２次・３次・４次審査結果



甲信越・北陸ブロック県 施設名 氏名 献立山梨県 山梨県立わかば支援学校ふじかわ分校 神宮寺　加奈 大塚人参ごはん、牛乳、富士桜ポークの香り揚げ、あえ物、おつけ団子汁、オレンジ☆ 長野県 富士見町立富士見中学校 畠山　梨恵 凍り豆腐入り五目ごはん、牛乳、肉団子の古代米蒸し、あぶらえみそのあえ物、高原野菜のみそ汁、富士見ヨーグルト寒ルバーブジャム添え新潟県 上越市立春日小学校 山本　雅代 ごはん、牛乳、鮭のぴりから焼き、モーモー油なす、トマト、夏のっぺい汁、メロン新潟県 上越市立春日新田小学校 大竹　瞳 ごはん、牛乳、車麩の揚げ煮、なますかぼちゃとうち豆の五目炒め、ニラ玉みそ汁、ごまゆかりふりかけ、すいか○ 新潟県 上越市立名立中学校 瀬川　あきは ごはん、牛乳、牛肉のオイスターソース炒め、オータムポエムの小魚あえ、のっぺ、名立中産梅ゼリー○ 富山県 射水市立小杉小学校 村上　悠子 ごはん、牛乳、大豆と白えびのかりかり揚げ、水菜の梅肉あえ、いみずの卵とじ、とろろ昆布☆ 石川県 金沢市立三馬小学校 高井　聡子 花咲く金時草すしごはん、牛乳、あまえびのから揚げ、石垣はす蒸し、加賀野菜の兼六じぶ煮汁、大野のしょうゆ糀ミルク寒天福井県 福井県立奥越特別支援学校 清川　ひろみ 麦ごはん、牛乳、あげとトマトの中華風炒め、大根葉のおあえ、とろろ昆布のおすいもの、みかん福井県 福井大学教育地域科学部附属小学校 尾﨑　由美 へしこチャーハン、牛乳、だいこんサラダ、白菜スープ、みかん
中部・近畿ブロック府県 施設名 氏名 献立愛知県 西尾市立西尾中学校 冨田　直美 生姜ごはん、牛乳、ひつまぶし風うなぎごはんの具、豆腐サラダのごまドレッシングかけ、地元野菜の具だくさんとろーりスープ、西尾抹茶豆乳プリン☆ 岐阜県 大垣市北部学校給食センター 山崎　香代 麦ごはん、牛乳、水都あまごの甘だれかけ、切り干し大根のごまあえ、呉汁、南濃みかん三重県 三重県立特別支援学校玉城わかば学園 前川　史絵 麦ごはん、牛乳、揚げ魚のおろしソースがけ、松阪しめじのあえ物、大豆の磯煮○ 大阪府 泉大津市立上條小学校 武田　綾 麦ごはん、牛乳、がっちょの唐揚げ、泉州水なすのチーズ焼き、大阪しろなのすまし汁、じゃこピーふりかけ、泉州みかん兵庫県 宍粟市立ちくさ学校給食センター 田路　永子 ごはん、牛乳、鹿肉しぐれ煮、はりはり大根、いとこ煮、みかん京都府 京丹後市立間人小学校 須佐美　佑吏 赤飯、牛乳、鰆の甘辛がらめ、水菜と油揚げの炊いたん、神葉の味噌汁○ 滋賀県 野洲市学校給食センター 日髙　佐緒里 ひじきごはん、牛乳、こあゆの南蛮漬け、ごぼうと赤こんにゃくのしぐれ煮、かぼちゃのみそ汁、抹茶ミルクプリン☆ 奈良県 宇陀市立学校給食センター 髙岡　陽子 サフランライスの葛あんかけ、牛乳、手羽元と白ねぎのさっぱり煮、ひじきとしろ菜のさっと煮、柿和歌山県 和歌山市立楠見小学校 久保　幸江 玄米ごはん、牛乳、高野豆腐の照り煮、梅コロッケ、根菜汁、大根葉のふりかけ、柿○=ブロック代表施設☆=決勝大会出場施設



中国・四国ブロック県 施設名 氏名 献立鳥取県 三朝町調理センター 山下　恵 竹田おこわ、牛乳、三徳にじますの山椒揚げ、高勢切り干し大根の酢の物、神倉味噌汁、しゃくなげゼリー島根県 津和野町日原共同調理場 長戸　温美 日原まるごとごはん、牛乳、山の上コロッケ、ハスいものマヨあえ、うずめ汁、つわのメロン岡山県 早島町立早島小学校 光畑　和美 梅の花おこわ、牛乳、豚肉と野菜のかき揚げ、そうめんうりの酢の物、冬瓜みそ汁、すもも広島県 庄原市立板橋小学校 伊藤　真由美 里菜ごはん、牛乳、里山キッシュ、ふるさとあえ、里山元気汁、みかん山口県 美祢市立秋吉小学校 瀨脇　優子 赤米ごはん、牛乳、ニジマスのカレー揚げ、キャベツのこんぶあえ、ふるさと汁○ 徳島県 美馬市立脇町小学校 石橋　佳代 麦ごはん、牛乳、ゆず味噌ごまつくね、美馬太きゅうりと鳴門わかめのすだち酢あえ、美馬太きゅうりのすまし汁、ミニトマト☆ 香川県 高松市立国分寺北部小学校 下岡　純子 炒り黒豆入り赤米ごはん、牛乳、国分寺産オリーブとさぬきコーチンのトマトあえ、さぬきなのかみかみサラダ、だいこんのみそ汁、小原紅早生みかん香川県 丸亀市中央学校給食センター 村井　栄子 いりこめし、牛乳、地えびのから揚げ、大根の雪花、野菜のゆず香あえ、みかん愛媛県 西条市立神拝小学校 武方　美由紀 もち麦ごはん、牛乳、鯛の梅しそ焼き、小松菜とゆばのごまあえ、根菜青のり汁、みかん☆ 愛媛県 新居浜市立大生院小学校 武方　和宏 アスパラごはん、牛乳、もち麦バーグのきのこソース、ブロッコリーの塩ゆで、根菜ミルクスープ、ゴールドキウイ○ 高知県 梼原町立学校給食梼原共同調理場 久川　繭 きじピラフ、牛乳、あまごのゆずマリネ、花にらのかみかみあえ、ヨーグルト キウイ添え
九州・沖縄ブロック県 施設名 氏名 献立福岡県 小郡市立学校給食センター 松尾　博子 麦ごはん、牛乳、おからと山芋のチキンナゲット、かぼちゃのサラダ、ツナと水菜のわかめスープ、桜エビのふりかけ、アセロラジュースdeりんごのコンポート佐賀県 唐津市相知学校給食センター 水田　直子 雑穀米入りごはん、牛乳、唐津産サバのみそカレー煮、すだちこんにゃくのポン酢あえ、ラッキー☆けんちん汁、さがほのか（いちご）佐賀県 神埼市立学校給食共同調理場 阿部　香理 豆豆ごはん、牛乳、そうめん魚ロッケ、のりサラダ、アスパラ汁、ひしぼうろ長崎県 平戸市立田平学校給食共同調理場 日野　陽子 ひじきごはん、牛乳、鯨のごまみそがらめ、レモン酢あえ、具だくさんつみれ汁、みかん☆ 長崎県 平戸市立中南部学校給食共同調理場 石田　美穂 ごはん、牛乳、じげもんシュウマイ、ほうれん草とひじきの梅あえ、平戸あごだしちゃんこ鍋、手作りふりかけ、みかん熊本県 熊本市立井芹共同調理場 上田　恵 麦ごはん、牛乳、鶏肉とれんこんのオイスターソース炒め、ひごまるあえ、たっぷり根菜のみそ汁、みかん○ 大分県 佐伯市立佐伯東小学校 古田　章子 ひじきごはん、牛乳、まだいのチーズ春巻き、アーモンドあえ、里芋のごまだし汁、ハウスみかん○ 宮崎県 川南町学校給食共同調理場 牛田　裕子 萩ごはん、牛乳、シイラのしそ揚げ、きのこの山里汁、ミニトマト宮崎県 五ヶ瀬町立三ヶ所小学校 大久保　安代 麦ごはん、牛乳、さんまの蒲焼、千切大根のごま酢あえ、呉汁、ぶどう鹿児島県 姶良市立建昌小学校 今川　みゆき 赤米ごはん、牛乳、キビナゴのお茶揚げ、野菜と海藻の黒酢あえ、かねんだご汁、みかん☆ 鹿児島県 屋久島町学校給食東部地区共同調理場 西野間　かおり 雑穀いもごはん、牛乳、トッピーのからあげ、青パパイヤと野菜の甘酢あえ、もずくのみそ汁、屋久島たんかんポンチ沖縄県 石垣市立川平小中学校 知花　江梨子 石垣島産マグロそぼろ丼、牛乳、こまつなサラダ、冬瓜のすまし汁、パイン○=ブロック代表施設☆=決勝大会出場施設



審査結果 ブロック 都道府県 学校（センター）名　優勝　味の素KKだし・うま味賞 関東ブロック 東京都 文京区立青柳小学校 松丸 奨 大野 雅代　準優勝　サラヤ賞 中国・四国ブロック 香川県 高松市立国分寺北部小学校 下岡 純子 香川 由希子
　特別賞審査結果 ブロック 都道府県 学校（センター）名　女子栄養大学特別賞 九州・沖縄ブロック 鹿児島県 屋久島町学校給食東部地区共同調理場 西野間 かおり 東 美代子　NPO法人21世紀構想研究会特別賞 関東ブロック 群馬県 昭和村学校給食センター 根岸 仁美 城戸 美雪
審査結果 ブロック 都道府県 学校（センター）名 受賞者名　牛乳・乳製品部門賞 中国・四国ブロック 広島県 庄原市立板橋小学校 伊藤真由美　牛乳・乳製品部門賞 中国・四国ブロック 愛媛県 新居浜市立大生院小学校 武方 和宏

　協賛企業賞審査結果 ブロック 都道府県 学校（センター）名タニコー賞 北海道・東北ブロック 福島県 鮫川村学校給食センター 芳賀 公美 鈴木 ひろ子東京ガス賞 甲信越・北陸ブロック 長野県 富士見町立富士見中学校 畠山 梨恵 坂本 純子藤江賞 九州・沖縄ブロック 長崎県 平戸市立中南部学校給食共同調理場 石田 美穂 西山 宏幸ヤクルト賞 北海道・東北ブロック 山形県 高畠町立糠野目小学校 樋口 宮子 柿崎 由利子

別紙２　第８回全国学校給食甲子園　決勝大会審査結果

出場者名

出場者名
　　　　　部門賞(牛乳・乳製品部門賞は２２６６の全応募施設より選出)

出場者名



審査結果 ブロック 都道府県 学校（センター）名　入賞 北海道・東北ブロック 山形県 高畠町立糠野目小学校 樋口 宮子 柿崎 由利子　入賞 北海道・東北ブロック 福島県 鮫川村学校給食センター 芳賀 公美 鈴木 ひろ子　入賞 関東ブロック 東京都 文京区立青柳小学校 松丸 奨 大野 雅代　入賞 関東ブロック 群馬県 昭和村学校給食センター 根岸 仁美 城戸 美雪　入賞 甲信越・北陸ブロック 長野県 富士見町立富士見中学校 畠山 梨恵 坂本 純子　入賞 甲信越・北陸ブロック 石川県 金沢市立三馬小学校 高井 聡子 上田 真実　入賞 中部・近畿ブロック 岐阜県 大垣市北部学校給食センター 山崎 香代 高橋 葉津子　入賞 中部・近畿ブロック 奈良県 宇陀市立学校給食センター 髙岡 陽子 宇良 章子　入賞 中国・四国ブロック 香川県 高松市立国分寺北部小学校 下岡 純子 香川 由希子　入賞 中国・四国ブロック 愛媛県 新居浜市立大生院小学校 武方 和宏 牧野 里香　入賞 九州・沖縄ブロック 長崎県 平戸市立中南部学校給食共同調理場 石田 美穂 西山 宏幸　入賞 九州・沖縄ブロック 鹿児島県 屋久島町学校給食東部地区共同調理場 西野間 かおり 東 美代子

出場者名



第８回全国学校給食甲子園　掲載・放映リスト（2014年2月3日現在）

＜掲載紙・決勝大会前＞
掲載日 媒体名 都道府県名 内容 備考

10/9 北國新聞 石川県 金沢市立三馬小学校 決勝出場

10/12 長野日報 長野県 富士見町立富士見中学校 決勝出場

10/16 福島民報 福島県 鮫川村学校給食センター 決勝出場

10/16 信濃毎日新聞 長野県 富士見町立富士見中学校 決勝出場

10/16 長野日報 長野県 富士見町立富士見中学校 決勝出場

10/22 長野日報 長野県 富士見町立富士見中学校 決勝出場

10/31 読売新聞（長野県版） 長野県 富士見町立富士見中学校 決勝出場

11/5 河北新報
山形県、福
島県

高畠町立糠野目小学校、鮫川村学
校給食センター

決勝出場

11/7 岐阜新聞 岐阜県 大垣市北部学校給食センター 決勝出場

11/12 読売新聞（岐阜県版） 岐阜県 大垣市北部学校給食センター 決勝出場

11/22 東京新聞 東京都 文京区立青柳小学校 決勝出場

11/23 中日新聞（岐阜県版） 岐阜県 大垣市北部学校給食センター 決勝出場

11/28 四国新聞（香川県版） 香川県 高松市立国分寺北部小学校 決勝出場

12/6 山形新聞 山形県 高畠町立糠野目小学校 決勝出場

12/6 読売新聞（愛媛県版） 愛媛県 新居浜市立大生院小学校 決勝出場

12/7 北陸中日新聞 石川県 金沢市立三馬小学校 決勝出場

＜掲載紙・決勝大会後＞
掲載日 媒体 都道府県名 内容 備考

12/9 スポーツニッポン 大会結果

12/10 山形新聞 山形県 高畠町立糠野目小学校 決勝出場

12/10 福島民報 福島県 鮫川村学校給食センター 決勝出場

12/10 信濃毎日新聞 長野県 富士見町立富士見中学校 決勝出場

12/10 長野日報 長野県 富士見町立富士見中学校 決勝出場

12/10 読売新聞（長野県版） 長野県 富士見町立富士見中学校 決勝出場

12/10 朝日小学生新聞 東京都 文京区立青柳小学校 決勝出場

12/10 北國新聞 石川県 金沢市立三馬小学校 決勝出場

12/12 四国新聞（香川県版） 香川県 高松市立国分寺北部小学校 決勝出場

12/12 読売新聞（愛媛県版） 愛媛県 新居浜市立大生院小学校 決勝出場

12/12 愛媛新聞 愛媛県 新居浜市立大生院小学校 決勝出場

12/12 農業協同組合新聞 大会結果

12/13 東京新聞 東京都 文京区立青柳小学校 決勝出場

12/16 読売新聞（香川県版） 香川県 高松市立国分寺北部小学校 決勝出場

12/16 教育新聞 大会結果



12/20 上毛新聞 群馬県 昭和村学校給食センター 決勝出場

12/25 南日本新聞 鹿児島県 屋久島町学校給食東部地区共同調理場 決勝出場

1/11 朝日新聞（長野県版） 長野県 富士見町立富士見中学校 決勝出場

1/19 朝日新聞（奈良県版） 奈良県 宇陀市立学校給食センター 決勝出場

1/30 読売新聞（石川県版） 石川県 金沢市立三馬小学校 決勝出場

＜放映・決勝大会後＞

放映日 番組名 都道府県名 内容 備考

12/10
信越放送「SBCニュースワイ
ド」

長野県
決勝大会の模様（長野県富士見町
立富士見中学校）

12/14 ＢＳ朝日「いま日本は」 決勝大会の模様

12/17
日本テレビ「news every.」
ｺｰﾅｰ『気になる！』
（関東ﾛｰｶﾙ）

決勝大会の模様

12/20
愛媛朝日テレビ
「スーパーＪチャンネルえひめ」

愛媛県 新居浜市立大生院小学校 決勝出場

1/22
日本テレビ「NEWS ZERO」
ｺｰﾅｰ『ZEROヒューマン』

文京区立青柳小学校（東京都） 決勝出場

＜掲載誌・決勝大会後＞

掲載号 媒体名 出版社名 内容 備考

2014年
1月号

月刊「メニューアイディア」
食品産業新
聞社

決勝大会の模様

2014年
2月号

月刊「食育フォーラム」 健学社 決勝大会の模様

2014年
2月10日
号

週刊「ＡＥＲＡ」
朝日新聞出
版

給食甲子園の紹介














